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イエスは弟子としての重要な問題について語る 

 

イエスの再臨に備える 

ルカ12章35-40節  
 
35 「私はあなた方に命じる、着物を着込んで、奉仕の用意をし、ランプを灯し続けなさい。 36 それは、主
人が結婚披露宴から帰って来るのを待ち続け、主人が帰ってきて戸をたたいた時に、すぐに開けてあげられ
るようにする召使いたちのようなものです。 

	

37 主人が帰って来て、見張っているのを見られる僕たちは、本当に幸いである。よく言っておくが、主人
は着替えをして、彼らを食卓に着かせ、来て給仕するであろう。38 主人が準備ができていると認めた召使
いは、たとえ主人が夜中や夜明け前に帰ってきても、完全に祝福されるでしょう。 

	

39 しかし、私はあなた方にこのことを理解するように命じます。もし家の主人が、泥棒がいつ来るか知っ
ていたら、自分の家に押し入られるままにはしなかったでしょう。 40 あなたたちも用意をしていなさい。
人の子は思いがけない時に来るからである。」 

 
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-= 

 
注: 私たちは「混合テキスト」の原典福音書を次のように上付き文字で識別します: マタイ = MT 、マーク= M 、ルカ = 
L 、ヨハネ = J 、使徒行伝 = A 。この」上付きID 」は引用文の冒頭に挿入され、別の上付き文字が現れるまでその聖書書
を識別します。さらに、 赤いイタリック体はイエスの言葉を示します。  旧約聖書の引用は大文字で書かれています。 

 

 コンテキストダイジェスト 

位置 ユダヤのどこかで何千人もの群衆に語りかける 

タイムライン 10月または11月（33、34か月目） 

イエスの生涯の文脈 第六段階：イエスの後期ユダヤ教宣教 

 D. イエスはユダヤで宣教し、弟子たちを訓練する 

 3. イエスは弟子としての重要な問題について語る 

タイトル の再臨に備える 
 
 

コメント： 
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今日の朗読は、イエスが弟子たちを、昇天後、物理的に彼らから離れる未来の時代に向けて訓練しておられ
たことを強く示唆しています。イエスはこのたとえ話の中で、主の予期せぬ再臨を待ち望みながら常に備え
ているしもべたちについて語られました。イエスは弟子たちを、ご自身が地上に再臨される時を待ち望みな
がら生きられるよう備えさせておられたのです。 

 
イエスに従って生きるということは、予期せぬ主の到来に常に備えることを意味します。常に主の御言葉と
生き方に自分を合わせることで、私たちは主の喜びに満ちた到来に備えるのです。 

 
一方、私たちがイエスの模範を無視し、自分自身の考えや周囲の人々の考えに従って生きるなら、主が再臨
して私たちを驚かせたとき、主は私たちに大いに失望することになります。 

 
イエスにとって、ご自身の最後の到来を待ち望みながら日々を生きるという原則は、戒めを与えられるほど
重要でした。この生き方は選択の余地がなく、イエスが説く弟子の本質なのです。ここでイエスが述べてい
る「備え」の核心とは何でしょうか。イエスはそれを奉仕への備え」」と呼びました。 

 
イエスは昇天後、弟子たちの前に物理的に、目に見える形で現れないので、私たちがこの世で」イエスの名
において」 、あるいはイエスを代表して行う愛の奉仕のあらゆる行為が、実際にはイエスに直接向けられ
ていることを忘れてしまいがちです。すべての弟子は、イエスが再臨し、私たちの目でイエスを見ることが
できる時と同じように、日々熱心にイエスに仕え続けるべきです。なぜなら、イエスの存在が見えるかどう
かに関わらず、私たちは真にイエスを喜ばせるために、つまりイエスの喜びのために語り、働いているから
です。 

 
イエスの姿が目に見えないこの時代には、自己中心的になり、イエスへの奉仕を怠惰にしてしまう誘惑に駆
られます。もし私たちがイエスの御前に実際に立っていたら、どれほど多くの言葉や行いが瞬時に止まった
り、別のものに変わったりするでしょうか。これが重要な点です。私たちは今、聖霊を通して目に見えない
イエスの御前にいます。それは、イエスが再臨される日、私たちがついにイエスの真の姿を目にする日と同
じように、確かなのです。 

 
この箇所でイエスが二度（12章37、38節）言及している祝福は、イエスの目に見えない生ける臨在を日々
大切にし、それを当たり前の生き方として体験する人々に与えられます。イエスはユダヤ、そしてペレアを
巡回していたこの数か月間、弟子たちを、昇天後に当たり前となる、イエスとの新しい関係に備えさせてい
ました。イエスは死に、復活し、昇天し、御霊を送り、弟子たち全員と内なる目に見えない結びつきを確立
し、御霊を通して」インマヌエル」 、すなわち「神は我らと共におられる」となられるのです。 

 
愛にあふれた従順な生活を送り、常にイエスの存在に焦点を当てて、聖霊の力を通じてイエスに仕えること
が、イエスの最後の再臨のときに目に見える形で現れることに備える秘訣です。 

 
応用： 

 
今、毎日、イエスの聖霊によって内在するイエスの存在を意識して、イエスに従って生きることは、将来イ
エスが再臨されるときに、私たちが喜びをもってイエスに出会えることを保証します。 
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あなたの生活の中で今何を調整する必要があるでしょうか? 


